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Ⅰ．はじめに
　保育者養成校の教育課程の中で、筆者は「図
画工作」「表現造形」の領域を主に担当してい
る。教壇に立つ時、適切な指導法について思
慮する前の段階で、自分自身の造形教員とし
ての資質について意識しなければならないと
感じている。この領域を教授するにあたって、
造形に関する知識や技術を高めていくことは
必然のことであるが、それ以上に教育の目的
であるところの感性に関する研鑽が自らでき
ているかが重要な点である。造形教員は常に
制作者でなければならない。これをないがし
ろにすれば造ることについて学生との共感の
意識が薄れていく。しかし、今日高等教育の
現場の中で、教育内容量が増加しつつある傾
向にあって、過去のような自己の制作を中心
とした教育への関わり方は常識的にできなく
なっている。そこで筆者は、現在の造形教員
が置かれている日常的な教育の現場でも感性
の研鑽を行うために、水彩画スケッチを習慣
化していきたいと考えた。研修先や実習訪問
あるいはプライベートな時間の束の間を利用
できるこの水彩画スケッチの表現は、日常性
と造形の専門性の狭間にある芸術手段ではな
いかと考えたからである。
Ⅱ　水彩画制作の実践
　２００７年３月から２０１０年３月の約３
年間で制作した水彩画の作品の中から、２４
点を紹介する。人物画（３点）、風景画（２０点）、
静物画 ( １点 ) のスケッチ作品となる。
　尚、鉛筆と水彩色鉛筆はステドラー社、透
明水彩絵の具はニュートン社のものを使用し
た。
■ Work.01
「家族の肖像・智子」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F0
2007.3.17
◇妻・智子の肖像。
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■ Work.02
「家族の肖像・玄」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F0
2007.3.17
◇長男・玄の肖像。
　　	
■ Work.03
「家族の肖像・駿」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F0
2007.3.17
◇二男・駿の肖像。
	
■ Work.04
「チチェスターの朝」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.19
◇ロンドン【London】から南西へ約 100km、中
世からの地方都市・チチェスター【Chichester】
がある。円形の城壁に囲まれ石畳の残る町並み
は、古きイングランドの風情を漂わせている。
ノースストリートのシップホテルに宿をとり、
その部屋の窓から見える裏通りを描いた。空が
白んでくると、鳥達も営みを始めた。
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■ Work.05
「チチェスターの鐘突き塔」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.20
◇イギリス・チチェスター【Chichester】の円
形の城壁に囲まれ石畳の残る街並みのメイン
ストリートにあるゴシック教会はこの巨大な
鐘突き塔を配している。空が白んでも冷たい
風が吹き上げていた。
	
■ Work.06
「チチェスターの時計台」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.21
◇イギリス・チチェスター【Chichester】の街
並みは、古きイングランドの風情を漂わせて
いる。東西南北それぞれの通りがクロスする
街の中心には、美しい時計台がある。下にベ
ンチを有し、古くは朝市の場所ともなってい
た。
	
■ Work.07
「アルベルト・コテージ」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.21
◇ロンドン【London】から南西へ約 100km、
ポーツマス【Portsmouth】の港から船で約 20
分のところにワイト島【Isle	of	Wight】がある。
王室の避暑地となっている島である。王家が
宮殿とは別にお忍びに使っていたと言われる
アルベルト・コテージ・ホテルに宿をとった。
その部屋の窓から見える裏庭に面したホテル
の一角である。
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■ Work.08
「ワイト島の犬」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.22
◇イギリス・ワイト島【Isle	of	Wight】、宿をとっ
たアルベルト・コテージ・ホテルから海のほ
うへ10分ほど歩いたところに公園を見つけた。
向いにはキンダーガーテンがあり、早朝の犬
の散歩が始まった。
	
■ Work.09
「テムズ河の朝」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.23
◇ロンドン【London】の南東を流れるテムズ
河【River	Themes】の橋の上から国会議事堂
の方向を描いた。目覚めたばかりの街には人
通りもまばらで、船は動きを止め、河を渡る
風は凍えるほど冷たかった。
	
■ Work.10
「ロンドンの路地塀」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.3.24
◇ロンドン【London】のウェストミンスター
寺院【Westminster	Abbey】の裏通りに残って
いる石塀。昨夜の霧をたっぷりと含んだ苔は
黒々と重い色をしている。
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■ Work.11
「青砂ヶ浦教会のマリア」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.8.28
◇青砂ヶ浦教会は五島列島の中通島北部に位
置している。車を走らせていくと、入り江の
対岸に赤煉瓦の美しい姿が見えてくる。洗練
されたデザインと建築技術によるものである。
そして海を見つめるように真っ白なマリア像
が立っているのが分かった。
	
■ Work.12
「青砂ヶ浦教会の裏手口」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.8.28
◇青砂ヶ浦教会の裏手の坂道をいったん登り、
ゆっくり入り江と教会の屋根のコントラスト
を楽しみながら下ってみる。八角の塔の煉瓦
の色が柔らかく風景に溶け込んでいる。美し
い坂には、人の心を優しくする力があるよう
な気がした。
	
■ Work.13
「頭ヶ島（かしらがしま）教会」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.8.28
◇上五島奈摩郷にある頭ヶ島教会は、五島列
島の最東端に位置している。ロマネスク様式
の石造り建築であり、どっしりとした素朴な
表情を持っている。谷間に建てられたこの教
会は、ひっそりと人々の信仰の場となってい
たことが分かる。石組の一つ一つに想いが込
められている気がした。
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■ Work.14
「青島の網小屋」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.9.7
◇青島は伊万里湾の湾口、北松浦半島北端か
ら約１．２キロに位置する松浦市の島である。
人口３００人足らずの小さな漁村であり、日
中はゆったりとした時間が過ぎていた。波の
穏やかな入り江に、網を納める小屋を見つけ
た。縁下の木杭に静かな波が小さな音を立て
ていた。
■ Work.15
「青島の漁港」
鉛筆　透明水彩　ワトソン紙F3
2007.9.8
◇この漁港は、おそらく水揚げを別の港で行っ
た後、船が帰ってくる港なのであろう。漁師
達も仕事を終えた穏やかな表情で、船から降
りていく。鴎の鳴く声もまばらで、波も穏や
かだった。
	
■ Work.16
「入江から見る桐教会」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2008.9.5
◇上五島桐古里郷にあるこの桐教会は、入組
んだ入り江の船着き場から、丘の上にそびえ
立つ姿が一望できる。なだらかな海岸や木々
の曲線と教会の塔の直線が絶妙な構成を作っ
ていた。
海面からの照り返しと灼熱の中、鉛筆を走ら
せていったが、私には塔を見上げることの清々
しさがあった。
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■ Work.17
「桐教会の裏手口」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2008.9.5
◇上五島桐古里郷の桐教会へ登る道は、正面
の急なジグザグの階段とは別に、裏手口のな
だらかな道がある。裏手の塔は円蓋があり、
その曲線と花壇や果樹畑の色合いが優しい表
情で私を迎えてくれた。
	
■ Work.18
「青葉城　昭忠塔」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F3
2009.9.10
◇仙台、青葉城の本丸跡に巨大な鳶が尖塔に
とまる塔が建っている。松の林の中、木々が
空に伸びようとする動きと同化するようにそ
びえている。西南の役、日清戦争をはじめと
した内外の戦争で戦死した東北地方の将兵を
鎮魂する塔である。明治の建築様式が随所に
残る気品高い石塔であった。
	
■ Work.19
「青葉城　政宗騎馬像」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F3
2009.9.10
◇青葉城の天守台に伊達政宗の騎馬像が、仙
台市を見下ろしている。初秋の風を受ける丘
陵に建てられたこの像は、その凛とした姿に
よって空気を研ぎ澄ましていた。背にした松
の木立はのどかな木漏れ陽を作り、対照的な
空間の構成があった。
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■ Work.20
「水鳥のいる佐賀城西堀端風景」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2009.9
◇佐賀市の中心に佐賀城の外堀が巡らされて
いる。堀は石垣でなく土塁で築かれ、平坦な
地の平城のため、城内が見えないよう楠が植
えられた。現代これらが巨木に成長し、涼し
い木陰を作っている。城内を一周するこの路
は、私の高校時代の散策の場所であった。こ
の日、痛いほどの残暑の日差しがあったが、
見慣れない渡り鳥も、水辺で羽を休めていた。
	
■ Work.21
「蒼きペガサス」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2009.10
◇ペガサスはギリシャ神話に登場する鳥の翼
を持ち空を飛ぶ天馬（ペーガソス）である。伝
説の生物の中で、ひと際優雅な姿を有し、私
のお気に入りの置物となっている。メトロノー
ム、地球儀、辞書、馳せる想いとともにペガ
サスを描いた。青春を回顧する静物画となっ
た。
	
■ Work.22
「南ヌ窯（ふぇーぬかま）小屋跡」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2010.2.28
◇那覇市のやちむん通りの陶器店の脇の急斜
面の路地を登ったところに、酒甕や水甕を焼
いていたとされる南ヌの登り窯跡があった。
甕の破片が土に埋もれ、すべてがゆっくりと
風化しつつある。石積みの小屋の横には弦を
巻いた巨木が窯跡を守っているかのように
立っていた。
	
絵画私論３「水彩画考」〜日常性と専門性の狭間の中で〜
—55—
■ Work.23
「琉球　玉陵（たまうどぅん）」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2010.2.28
◇首里金城町、琉球王国歴代の国王が葬られて
いる陵墓。沖縄の空葬の伝統が、遙か遠くのチ
ベットの天葬（鳥葬）の意義と重なって見えてく
る。東室、中室、西室の上に座るシーサーが天
空の御霊を守っていた。石壁で仕切られた中庭
には、珊瑚の破片が敷き詰められ、その空間は
清らかな光に満ち溢れているかのようであった。
	
■ Work.24
「首里城の天女橋」
水彩色鉛筆　ワトソン紙F4
2010.2.28
◇首里城門前に円鑑池があり、中央に赤瓦の
弁財天堂が優美な姿を見せていた。この堂へ
渡る橋・天女橋は、中国南部の駝背橋の様式
を持っている。緑色の水面にその柔らかい姿
を写していた。春の暖かい風がそよぎ、平安
を讃えようとする橋のたたずまいがあった。
Ⅲ　おわりに
　筆者は、自己の専門的な制作のジャンルを
抽象絵画に求めている。しかし、この表現手
段は感性がなにものにも紛れずに純真である
ことが必須であるように感じている。日常の
教員としての営みからこの心情に転換するこ
とは容易ではない。自分自身の心情や思考が
ここに転化できないもどかしさを感じていた。
今回、日常からほんの少し専門領域に入る水
彩画スケッチをおこなうことで、中間的な感
覚領域を作りだし専門性の段階に進む手段と
していけたらと考えた。具象と抽象は表現手
段としては、相反するものであるが、制作者
の感性の中では、矛盾するものではなかった。
具体的な人物や風景が持つ造形要素は、自分
自身の還元方法によって抽象的表現に寄与で
きると感じた。習慣的にこの水彩画スケッチ
を続けながら、今後も感性の自己研鑽に努め
ていきたいと考える。
